
は
じ
め
に

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
万
国
博
覧
会(

一
九
三
九
年
四
月
三
○
日
〜
一
○

月
三
一
日)

(

１
）
は
、
ア
メ
リ
カ
の
一
九
三
七
年
恐
慌
を
背
景
に
、
不

況
の
打
開
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
た
国
際
博
覧
会
で
あ
る
。

一
九
三
七
年
に
始
ま
っ
た
日
中
戦
争
と
、
同
年
一
二
月
に
起
き
た

日
本
の
軍
用
機
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
の
砲
艦
へ
の
爆
撃
事
件
「
パ
ネ
ー

号
事
件
」
に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
国
内
で
の
対
日
感
情
は
著
し
く
悪
化

し
た
。
排
日
運
動
や
日
本
製
品
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
が
起
こ
り
、
在

米
日
本
人
社
会
や
対
米
輸
出
貿
易
に
深
刻
な
影
響
を
も
た
ら
し
た（
２)

。

日
本
に
と
っ
て
万
博
に
参
加
す
る
目
的
は
、
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧

会(

一
八
七
三
年)

に
政
府
と
し
て
初
め
て
公
式
出
品
し
て
以
来
、
輸

出
貿
易
の
振
興
と
国
内
の
殖
産
興
業
に
あ
っ
た
。
だ
が
こ
う
し
た
状

況
に
直
面
し
た
日
本
政
府
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
万
博
を
ア
メ
リ
カ
に

お
け
る
対
日
感
情
を
緩
和
さ
せ
る
好
機
と
捉
え
、
従
来
の
よ
う
な

「
モ
ノ
」
を
売
る
こ
と
を
主
目
的
と
し
た
勧
業
博
覧
会
的
な
万
博
観
を

改
め
、
ア
メ
リ
カ
国
民
に
好
感
情
を
抱
か
せ
る
国
家
宣
伝
の
場
と
し

て
参
加
を
決
定
し
た
（
３)

。
そ
こ
で
出
品
は
「
少
数
の
原
料
特
産
品
及

美
術
工
芸
品
に
限
り
」（
４)

、「
出
品
物
は
特
に
優
秀
な
る
も
の
の
み
を

選
ひ
雑
多
の
低
級
な
る
も
の
は
成
る
へ
く
之
を
避
く
る
様
に
す
る
こ

と
」（
５)

そ
し
て
「
国
宝
的
貴
重
な
る
美
術
特
に
我
国
に
於
て
日
本
美

術
の
精
粋
と
も
称
し
得
へ
き
物
を
出
来
る
丈
け
多
く
出
品
す
る
様
努

む
る
こ
と
」（
６)

と
し
た
。

万
博
に
出
品
さ
れ
た
工
芸
品
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
西
洋
か
ら
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「
美
術
」
の
概
念
が
導
入
さ
れ
、
や
が
て
「
工
芸
」
の
概
念
が
形
成
さ

れ
て
い
く
明
治
期
の
万
博
を
取
り
上
げ
た
も
の
が
多
く
あ
る
。
な
か

で
も
ウ
ィ
ー
ン
万
博
（
一
八
七
三
年)

、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
万
博

（
一
八
七
六
年)
、
パ
リ
万
博
（
一
八
七
八
年
、
一
九
○
○
年)

、
シ
カ

ゴ
万
博
（
一
八
九
三
年
）
を
対
象
と
し
た
研
究
が
多
く
、
陶
磁
器
を
は

じ
め
と
す
る
日
本
の
工
芸
品
の
近
代
化
に
、
万
博
が
大
き
く
影
響
し

た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
７)

。
こ
れ
ら
帝
国
主
義
を
背
景
と
す
る

一
九
世
紀
の
万
博
は
、
強
大
な
工
業
力
を
通
じ
て
欧
米
先
進
諸
国
が

そ
れ
ぞ
れ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
誇
示
す
る
場
で
あ
っ
た
。
畑
智
子

氏
は
、
欧
米
諸
国
に
対
し
独
立
国
と
し
て
地
位
を
確
保
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
た
日
本
政
府
が
、「
日
本
固
有
の
も
の
」
と
み
な
さ
れ
て

い
た
工
芸
品
を
通
じ
て
、
国
際
社
会
の
中
で
の
日
本
の
イ
メ
ー
ジ
／

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
打
ち
出
そ
う
と
し
た
と
述
べ
て
い
る
（
８)

。

以
上
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
明
治
期
の
万

博
に
出
品
さ
れ
た
工
芸
品
が
欧
米
諸
国
に
対
し
て
「
日
本
の
伝
統
」

を
打
ち
出
す
役
割
を
担
っ
た
こ
と
な
ど
、
明
治
期
の
万
博
と
工
芸
品

の
関
係
に
つ
い
て
は
論
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
日
本
の
近
代
化
が
あ
る

程
度
達
成
さ
れ
た
後
の
万
博
、
特
に
昭
和
の
万
博
と
工
芸
品
の
関
係

に
つ
い
て
は
あ
ま
り
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

本
稿
は
、
明
治
期
と
は
異
な
る
時
代
状
況
の
中
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
の
発
露
の
場
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
日
中
戦
争
下
の
対
外
的
な

文
化
宣
伝
の
役
割
も
期
待
さ
れ
た
昭
和
戦
時
期
の
万
博
に
お
け
る
工

芸
品
の
展
示
の
状
況
と
出
品
内
容
に
つ
い
て
探
り
、
考
察
す
る
も
の

で
あ
る
。
日
中
戦
争
下
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
万
博
に
「
日
本
美
術
の
精

粋
」
と
し
て
出
品
さ
れ
た
工
芸
品
は
、
そ
の
制
作
に
当
時
の
時
代
状

況
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
万
博
に
出
品

さ
れ
た
工
芸
品
が
、
当
時
ど
の
よ
う
な
事
情
の
下
で
選
ば
れ
た
の
か
。

そ
し
て
そ
れ
は
、
戦
時
下
の
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
ど
の
よ
う

に
反
映
し
て
い
た
の
か
。
そ
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

一
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
万
博
日
本
館
に
お
け
る
工
芸
品
展
示

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
万
博
日
本
館
は
、「
日
本
に
於
け
る
神
社
建
築
の

粋
を
採
る
こ
と
に
主
眼
を
置
き
」（
９)

、
伊
勢
神
宮
を
模
し
た
神
明
造

り
の
建
物
だ
っ
た
。
内
部
は
ホ
ー
ル(

美
術
工
芸
部)

、
日
米
国
交
参

考
部
、
蚕
糸
部
の
三
部
屋
に
分
け
ら
れ
、
美
術
工
芸
品
は
主
に
ホ
ー

ル
に
展
示
さ
れ
た
。
ホ
ー
ル
は
日
本
館
の
中
央
に
位
置
し
、
ホ
ー
ル

を
挟
ん
で
両
端
に
残
り
の
二
部
屋
が
設
け
ら
れ
た
。

ホ
ー
ル
は
三
部
屋
の
中
で
も
っ
と
も
大
き
な
ス
ペ
ー
ス
を
占
め
て

お
り
、
中
に
は
絹
張
り
の
数
脚
の
椅
子
が
配
置
さ
れ
、
休
憩
所
と
も
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な
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
た
。
天
井
、
壁
、
カ
ー
テ
ン
等
は
絹
張
り

に
な
っ
て
お
り
、
床
に
は
や
は
り
絹
製
の
大
き
な
絨
毯
が
敷
か
れ
、

「
日
本
趣
味
を
基
調
と
し
た
る
絢
爛
広
闊
な
る
一
大
美
術
工
芸
『
サ
ロ

ン
』」（
10)
を
意
識
し
た
造
り
だ
っ
た
。「
日
本
趣
味
」
は
、
柱
や
梁
を

漆
塗
り
に
し
た
り
、
天
井
か
ら
日
光
東
照
宮
に
あ
る
も
の
と
同
種
の

春
日
燈
籠
を
吊
る
し
た
り
、
盆
栽
を
配
置
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
表
現
さ
れ
た
（
11)

。
絵
画
は
、
花
模
様
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
絹
張
り

の
壁
面
の
柱
と
柱
の
間
に
飾
ら
れ
、
工
芸
品
は
そ
の
下
に
置
か
れ
た

漆
塗
り
の
ガ
ラ
ス
・
ケ
ー
ス
の
中
に
展
示
さ
れ
た
。
室
内
で
は
日
本

の
音
楽
の
レ
コ
ー
ド
も
掛
け
ら
れ
た
。

出
品
す
る
工
芸
品
を
選
定
す
る
出
品
調
査
委
員
は
、
国
井
喜
太
郎

(

商
工
省
工
芸
指
導
所
長)

、
秋
月
透(

商
工
省
陶
磁
器
試
験
所
長)

、

和
田
三
造(

東
京
美
術
学
校
教
授
・
帝
国
芸
術
院
会
員)
、
宮
下
孝
雄

(

東
京
高
等
工
芸
学
校
教
授)

ら
で
あ
っ
た
。

選
定
の
条
件
と
し
て
は
、「
商
工
省
主
催
工
芸
展
の
入
選
作
品
其

の
他
中
是
又
特
に
秀
逸
に
し
て
新
傾
向
の
も
の
」（
12
）
が
当
初
の
計
画

で
は
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
そ
れ
以
外
に
も
、
国
井
ら
調

査
委
員
た
ち
が
陶
磁
器
、
漆
器
、
金
工
品
な
ど
の
工
芸
品
を
産
出
す

る
各
地
を
回
り
、
探
し
出
し
て
き
た
も
の
も
多
か
っ
た
（
13)

。
大
倉
陶

園
や
鐘
渕
紡
績
株
式
会
社
な
ど
輸
出
用
工
芸
品
を
製
作
す
る
企
業
や
、

理
化
学
研
究
所
、
商
工
省
工
芸
指
導
所
な
ど
輸
出
用
工
芸
品
の
開
発

を
行
う
研
究
所
な
ど
か
ら
も
出
品
さ
れ
て
い
る
。

大
量
生
産
向
き
の
実
用
品
と
し
て
の
工
芸
と
、
個
人
作
家
に
よ
る
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美
術
品
と
し
て
の
工
芸
が
混
在
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
状
態
は
昭
和

一
○
年
代
の
工
芸
の
あ
り
方
も
反
映
し
て
い
た
（
14)

。
と
は
い
え
、
工

芸
品
約
七
○
点
の
う
ち
の
ほ
と
ん
ど
は
工
芸
家
た
ち
に
よ
る
「
一
品

制
作
」
の
作
品
で
あ
り
、「
出
品
物
は
極
力
厳
選
主
義
に
依
る
こ
と
」（
15)

と
い
う
原
則
は
貫
か
れ
た
。

万
博
が
輸
出
振
興
の
た
め
の
商
品
陳
列
所
と
し
て
の
役
割
を
持
つ

だ
け
の
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
官
展
作
家
に
よ
る
作
品
は
量

産
で
き
な
い
が
ゆ
え
に
、
出
品
物
と
し
て
最
適
の
も
の
と
は
い
え
な

い
だ
ろ
う
。
だ
が
「
自
国
の
産
業
文
化
の
精
粋
を
展
示
し
其
の
国
力

の
全
体
を
強
調
宣
伝
せ
ん
と
す
る
」（
16)

と
い
う
趣
旨
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
万
博
で
は
、
工
芸
品
は
単
な
る
輸
出
用
商
品
と
し
て
で
は
な
く
、

日
本
の
文
化
の
水
準
の
高
さ
を
欧
米
に
対
し
て
示
す
役
割
を
も
担
っ

て
い
た
。

二
　
日
中
戦
争
下
の
工
芸
品
　

│
「
輸
出
振
興
」
と
「
代

用
品
研
究
」
の
時
代

日
中
戦
争
の
影
響
を
も
っ
と
も
直
接
的
に
受
け
た
も
の
は
、
工
芸

と
建
築
だ
っ
た
（
17)

。
な
ぜ
な
ら
一
九
三
七
年
一
二
月
に
大
蔵
省
令
と

し
て
金
使
用
規
則
が
公
布
さ
れ
、
金
を
用
い
た
製
品
の
製
造
が
制
限
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さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
り
（
18)

、
翌
年
四
月
に
は
銅
使
用
制
限
規
則
改

正
、
銑
鉄
鋳
物
製
造
制
限
令
、
七
月
に
は
鋼
製
品
製
造
制
限
令
、

鉛
・
亜
鉛
・
錫
等
使
用
制
限
規
則
な
ど
、
工
芸
品
と
建
築
に
は
欠
か

す
こ
と
の
出
来
な
い
金
属
の
使
用
が
、
次
々
と
統
制
下
に
お
か
れ
た

か
ら
で
あ
る
。
八
月
に
は
、
金
使
用
規
則
が
改
正
さ
れ
て
さ
ら
に
制

限
が
厳
し
く
な
り
、
織
物
、
漆
器
等
へ
の
使
用
が
許
可
制
と
な
る
な

ど
、
工
芸
品
へ
の
金
属
使
用
は
ほ
ぼ
全
面
的
に
禁
止
さ
れ
た
。

だ
が
そ
う
は
い
っ
て
も
実
際
の
と
こ
ろ
、
産
業
工
芸
品
と
「
美
術

工
芸
」
と
し
て
の
工
芸
品
で
は
、
事
情
が
少
し
異
な
っ
て
い
た
。
商

工
省
と
文
部
省
の
協
議
に
よ
り
、
美
術
工
芸
用
の
銅
・
鉄
・
錫
は
、

洋
画
の
麻
製
カ
ン
バ
ス
、
日
本
画
の
金
箔
・
金
泥
な
ど
と
と
も
に
物

資
統
制
が
緩
和
さ
れ
る
対
象
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
緩
和
の
対
象
と

な
る
工
芸
品
は
、「
販
売
用
の
美
術
品
な
ど
を
除
き
展
覧
会
に
出
品
す

る
純
粋
の
芸
術
作
品
」（
19)

と
さ
れ
た
。

展
覧
会
出
品
作
で
あ
れ
ば
緩
和
の
対
象
と
す
る
、
と
い
う
こ
の
方

針
は
、
一
見
「
芸
術
作
品
」
を
特
権
化
し
、
保
護
す
る
た
め
の
も
の

の
よ
う
に
見
え
る
。
実
際
に
は
、
金
の
使
用
制
限
に
よ
り
窮
地
に
陥

っ
た
工
芸
関
係
者
に
よ
る
熱
心
な
陳
情
な
ど
も
、
裏
の
事
情
と
し
て

は
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
20)

。
だ
が
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
当
時
の
工

芸
品
に
課
せ
ら
れ
た
「
輸
出
振
興
」
と
い
う
課
題
も
、
い
く
ら
か
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

日
本
の
国
際
貿
易
収
支
は
、
明
治
期
以
来
常
に
輸
入
超
過
の
状
態

が
続
い
て
い
た
う
え
、
日
中
戦
争
の
開
始
に
よ
り
、
軍
需
関
係
品
の

輸
入
で
さ
ら
に
増
大
し
て
い
た
。
戦
費
の
確
保
と
い
う
点
か
ら
も
、

輸
出
を
拡
大
し
外
貨
を
獲
得
す
る
こ
と
は
重
要
だ
っ
た
。
昭
和
の
初

め
頃
に
は
、
工
芸
品
は
日
本
の
重
工
業
の
発
達
に
よ
っ
て
輸
出
産
業

と
し
て
は
明
治
期
ほ
ど
重
要
な
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
が
（
21)

、

戦
時
態
勢
下
で
は
、
重
工
業
関
係
の
製
造
物
な
ど
は
国
内
で
の
消
費

に
回
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
事
情
か
ら
、
外
貨
を
獲
得

す
る
た
め
の
輸
出
品
と
し
て
、
再
び
有
効
な
輸
出
品
目
の
一
つ
と
考

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
22)

。
ま
た
工
芸
界
の
方
で
も
、
機
械
的
生

産
力
が
低
く
、
戦
時
態
勢
に
直
接
的
な
貢
献
が
で
き
な
い
と
い
う
一

種
の
負
い
目
か
ら
、
輸
出
振
興
と
い
う
形
で
の
「
報
国
」
に
自
ら
を

駆
り
立
て
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
（
23)

。

し
か
し
気
候
も
文
化
も
異
な
る
欧
米
諸
国
に
お
い
て
、
日
本
の
工

芸
品
を
売
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
商
工
省
は
、
山
崎
覚

太
郎
な
ど
の
工
芸
家
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
へ
調
査
派
遣
し
、

欧
米
人
に
好
ま
れ
る
デ
ザ
イ
ン
や
需
要
の
多
い
品
目
を
模
索
し
て
い

た
（
24)
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
調
査
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
問
題

の
一
つ
が
、
輸
出
工
芸
品
の
デ
ザ
イ
ン
の
不
評
ぶ
り
だ
っ
た
（
25)

。
事
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実
、
輸
出
振
興
の
指
導
機
関
で
あ
る
商
工
省
工
芸
指
導
所
の
製
作
し

た
工
芸
品
は
、
そ
の
デ
ザ
イ
ン
の
貧
し
さ
が
、
輸
出
上
の
問
題
点
と

し
て
批
判
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
（
26)

。「
純
粋
の
芸
術
作
品
」
と
し

て
の
工
芸
品
に
対
す
る
制
限
緩
和
に
は
、
輸
出
工
芸
品
の
デ
ザ
イ
ン

向
上
に
、
美
術
工
芸
品
が
寄
与
す
る
こ
と
へ
の
期
待
も
い
く
ら
か
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

「
純
粋
の
芸
術
作
品
」
の
発
展
が
、「
輸
出
向
け
商
品
」
の
質
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
に
役
立
つ
と
い
う
考
え
は
、
実
は
こ
の
時
代
特
有
の

も
の
で
は
な
か
っ
た
。
樋
田
豊
次
郎
氏
に
よ
れ
ば
、
既
に
明
治
期
に

お
い
て
も
、
工
業
品
（
現
在
で
い
う
工
芸
品
）
の
質
を
高
め
海
外
で

の
評
価
を
上
げ
る
た
め
に
は
、「
絵
画
」
の
進
歩
が
望
ま
し
い
と
い
う

見
解
が
、
当
時
の
政
治
関
係
者
に
よ
っ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
い

う
（
27)

。「
一
品
工
芸
の
創
作
は
、
芸
術
的
技
術
的
に
工
芸
の
水
準
を

高
め
、
そ
の
源
の
涵
養
な
く
し
て
は
、
産
業
工
芸
も
輸
出
工
芸
も
発

達
を
の
ぞ
み
え
な
い
」（
28)

と
い
う
考
え
方
は
、
こ
う
し
た
明
治
期
の

美
術
振
興
策
の
論
理
に
近
い
も
の
が
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

一
九
三
九
年
の
工
芸
界
は
、
輸
出
振
興
と
い
う
国
策
を
中
心
に
し

て
動
い
た
と
も
い
え
る
。
工
芸
界
の
重
要
な
行
事
で
あ
っ
た
商
工
展

は
廃
止
さ
れ
、
輸
出
工
芸
展
と
合
体
し
て
、
新
た
に
貿
易
局
工
芸
品

輸
出
振
興
展
覧
会
が
設
置
さ
れ
た
。
ま
た
そ
れ
と
は
別
に
、
貿
易
局

輸
出
工
芸
図
案
展
が
設
け
ら
れ
た
。
審
議
機
関
と
し
て
、
輸
出
工
芸

振
興
委
員
会
が
発
足
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
・
セ

ン
タ
ー
内
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ハ
ウ
ス
に
は
、
工
芸
品
の
宣

伝
販
売
の
た
め
に
輸
出
工
芸
品
海
外
出
張
所
が
開
設
さ
れ
た
（
29)

。
日

本
の
逼
迫
し
た
経
済
状
態
と
、
国
策
に
応
え
よ
う
と
す
る
工
芸
関
係

者
に
後
押
し
さ
れ
る
よ
う
に
、
工
芸
美
術
輸
出
報
国
会
の
結
成
や
、

各
地
方
に
お
け
る
輸
出
工
芸
奨
励
会
の
開
催
な
ど
と
い
っ
た
輸
出
振

興
へ
の
取
り
組
み
が
急
速
に
盛
り
上
が
っ
て
い
た
の
が
、
一
九
三
九

年
の
状
況
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
「
輸
出
振
興
」
活
動
と
と
も
に
、
こ
の
時
期
の
工
芸
界

の
見
逃
せ
な
い
動
き
に
、「
代
用
品
研
究
」
が
あ
る
。
商
工
省
工
芸
指

導
所
は
、
本
来
輸
出
工
芸
振
興
の
た
め
の
研
究
を
行
う
機
関
で
あ
っ

た
が
、
一
九
三
八
年
頃
か
ら
代
用
品
の
試
作
研
究
も
行
う
よ
う
に
な

る
（
30)

。
商
工
省
工
芸
指
導
所
の
刊
行
物
で
あ
る
『
工
芸
ニ
ュ
ー
ス
』

で
は
、
一
九
三
九
年
の
年
頭
に
際
し
、
工
芸
指
導
所
長
国
井
喜
太
郎

に
よ
っ
て
「
代
用
材
の
利
用
」
と
「
輸
出
の
振
興
」
が
、
同
年
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
（
31)

。

日
本
の
産
業
は
そ
の
主
原
料
の
多
く
を
輸
入
に
頼
っ
て
き
て
い
た

が
、
日
中
戦
争
が
始
ま
り
長
期
戦
の
様
相
を
帯
び
て
い
く
と
、
政
府

に
よ
る
経
済
統
制
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
為
替
管
理
の
強
化
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に
よ
り
、
数
多
く
の
輸
入
材
料
が
制
限
さ
れ
、
一
九
三
七
年
一
二
月

に
は
自
由
取
引
限
度
額
が
、
従
来
の
月
額
三
万
円
か
ら
百
円
に
ま
で

引
き
下
げ
ら
れ
た
（
32)

。

交
戦
国
で
あ
る
中
国
か
ら
も
、
工
芸
品
の
重
要
な
材
料
で
あ
る
漆
、

籐
、
ア
ン
チ
モ
ン
、
豚
毛
、
苧
麻
な
ど
が
輸
入
さ
れ
て
き
た
が
、
こ

う
し
た
も
の
は
日
中
戦
争
が
拡
大
す
る
と
と
も
に
輸
入
途
絶
に
陥
っ

た
。
特
に
漆
液
は
国
内
で
の
生
産
高
は
需
要
額
全
体
の
う
ち
の
わ
ず

か
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
過
ぎ
ず
、
ほ
と
ん
ど
が
中
国
及
び
仏
領
イ
ン
ド

シ
ナ
か
ら
の
輸
入
に
頼
っ
て
き
た
た
め
、
戦
争
と
そ
れ
に
伴
う
為
替

管
理
に
よ
る
輸
入
の
停
止
は
、
工
芸
関
係
者
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
（
33)

。
使
用
制
限
令
の
出
て
い
な
い
も
の
で
あ
っ
て
も
、
木
材
や

紙
、
皮
革
な
ど
、
そ
の
他
の
重
要
な
原
料
の
多
く
が
配
給
統
制
さ
れ
、

ま
た
価
格
の
高
騰
も
あ
り
、
輸
出
工
芸
品
の
製
造
業
者
の
中
に
は
ほ

と
ん
ど
製
造
停
止
状
態
と
な
る
と
こ
ろ
さ
え
あ
っ
た
（
34)
。

こ
の
よ
う
な
物
資
の
圧
倒
的
不
足
と
い
う
現
実
問
題
か
ら
、
代
用

材
料
に
よ
る
工
芸
品
製
作
の
研
究
が
始
ま
っ
た
。
例
え
ば
、
籐
の
代

わ
り
に
竹
や
和
紙
の
紙
縒
り
や
柳
を
利
用
し
た
り
、
金
属
製
品
一
般

を
ア
ル
マ
イ
ト
や
ガ
ラ
ス
や
陶
器
、
場
合
に
よ
っ
て
は
木
材
な
ど
を

使
っ
て
製
作
す
る
こ
と
な
ど
が
試
み
ら
れ
た
。
商
工
省
工
芸
指
導
所

で
は
、
代
用
品
研
究
を
「
工
芸
界
の
責
務
」
と
し
て
位
置
づ
け
た
。

「
第
一
に
代
用
品
は
輸
出
工
芸
の
振
興
に
依
る
処
大
な
る
事
で
あ

る
。(

中
略
）
工
芸
に
於
て
は
、
古
来
継
承
せ
る
固
有
技
術
を

保
有
す
る
業
種
が
多
々
あ
る
が
、(

中
略
）
新
し
い
代
用
材
料

の
案
出
を
工
夫
し
、
往
時
輝
し
く
本
邦
産
業
の
母
胎
を
な
し
た

工
芸
的
創
造
を
、
新
し
い
原
料
に
よ
つ
て
再
現
す
る
事
こ
そ
工

芸
家
に
与
へ
ら
れ
た
責
務
で
あ
る
」（
35)

。

原
材
料
の
欠
乏
は
、
何
よ
り
も
輸
入
を
依
存
し
て
き
た
中
国
と
の

交
戦
に
起
因
し
て
い
た
が
、
当
局
は
こ
れ
を
「
工
芸
界
の
近
代
化
」

の
機
会
と
称
す
る
こ
と
で
、
手
工
芸
を
含
め
た
工
芸
関
係
者
た
ち
に
、

戦
争
に
よ
る
被
害
よ
り
も
意
義
に
目
を
向
け
さ
せ
よ
う
と
努
め
た（
36)

。

そ
し
て
そ
の
「
近
代
化
」
の
成
果
が
、
陶
磁
器
製
の
鍋
、
釜
、
ア

イ
ロ
ン
、
ス
ト
ー
ブ
、
ナ
イ
フ
、
陶
筆
等
や
、
ガ
ラ
ス
製
の
フ
ォ
ー

ク
や
ス
プ
ー
ン
、
竹
製
の
ケ
ー
キ
挟
み
や
泡
立
て
器
、
ナ
イ
フ
、
フ

ォ
ー
ク
等
で
あ
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
万
博
に
は
、
代
用
材
料
に
よ
る
工
芸
品
も
出
品
さ

れ
た
。
例
え
ば
鉄
の
代
用
と
し
て
開
発
さ
れ
た
国
産
ス
テ
ン
レ
ス
で

作
ら
れ
た
ワ
イ
ン
ク
ー
ラ
ー
や
サ
ラ
ダ
ボ
ー
ル
、
籐
の
代
わ
り
に
竹

で
編
ま
れ
た
果
物
盛
や
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
籠
、
竹
を
合
板
し
て
作
っ
た

ケ
ー
キ
・
ナ
イ
フ
や
バ
タ
ー
・
ナ
イ
フ
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
実
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用
工
芸
品
は
、
日
本
館
の
ホ
ー
ル
で
は
な
く
、
一
つ
の
建
物
内
に
各

国
が
ス
ペ
ー
ス
を
作
っ
て
出
展
す
る
国
際
館
（
カ
ヴ
ァ
ー
ド
・
ス
ペ

ー
ス
）
の
日
本
部
に
展
示
さ
れ
た
。

日
本
館
で
は
官
展
入
選
作
を
中
心
と
し
た
美
術
工
芸
品
を
展
示
し

て
、
日
本
の
工
芸
品
の
技
術
的
優
秀
さ
や
芸
術
性
の
高
さ
を
示
し
、

国
際
館
の
方
で
は
輸
出
工
芸
の
打
診
を
兼
ね
て
、
日
本
独
自
の
材
料

や
技
法
を
用
い
て
製
作
さ
れ
た
、
ア
メ
リ
カ
人
の
日
常
生
活
で
使
用

さ
れ
る
実
用
工
芸
品
を
陳
列
す
る
、
と
い
う
の
が
日
本
側
の
方
針
で

あ
っ
た
。
つ
ま
り
国
際
館
で
の
工
芸
品
は
、「
言
換
へ
れ
ば
安
く
て
、

こ
ん
な
に
良
い
も
の
が
日
本
に
も
あ
る

│
向
ふ
の
人
か
ら
云
へ
ば

気
に
入
つ
た
も
の
で
、
直
ぐ
に
も
使
へ
る
も
の
が
、
日
本
に
は
こ
ん

な
に
も
あ
る
の
か
？

│
と
云
ふ
事
」（
37)

を
示
す
た
め
の
輸
出
工
芸
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品
だ
っ
た
。

も
っ
と
も
国
際
館
で
の
工
芸
品
展
示
は
、
日
本
部
の
設
計
を
行
っ

た
山
脇
巌
の
依
頼
に
よ
っ
て
急
遽
並
べ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
事

情
が
あ
っ
た
。
工
芸
指
導
所
の
作
品
ば
か
り
が
陳
列
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
の
も
、
短
期
間
に
展
示
品
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
た
め
、
全
国
か
ら
作
品
を
集
め
る
余
裕
が
な
か
っ
た
せ
い
で
も
あ

っ
た
。
竹
製
品
が
多
く
出
品
さ
れ
た
の
も
、
山
脇
に
よ
る
室
内
装
飾

が
竹
を
中
央
に
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
合
わ
せ

た
か
ら
だ
っ
た
（
38)

。

国
際
館
に
陳
列
さ
れ
た
工
芸
品
は
、
明
ら
か
な
輸
出
向
け
商
品
だ

っ
た
。
も
ち
ろ
ん
日
本
館
に
展
示
さ
れ
た
工
芸
品
の
中
に
も
、
商
工

省
陶
磁
器
試
験
所
や
東
京
高
等
工
芸
学
校
、
鐘
渕
紡
績
株
式
会
社
と

い
っ
た
輸
出
工
芸
に
深
い
関
わ
り
を
持
つ
機
関
や
企
業
に
よ
っ
て
製

作
さ
れ
た
も
の
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
は
電
気
ス
タ
ン
ド

や
長
椅
子
な
ど
実
用
性
が
高
い
も
の
だ
っ
た
。
だ
が
、
国
際
館
の
実

用
工
芸
品
と
そ
れ
ら
の
間
に
は
展
示
の
仕
方
に
違
い
が
あ
っ
た
。
す

な
わ
ち
、
国
際
館
の
実
用
工
芸
品
が
「
ケ
ー
ス
」
に
陳
列
さ
れ
た
の

に
対
し
て
、
日
本
館
で
は
家
具
と
し
て
サ
ロ
ン
風
の
室
内
に
配
置
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
日
本
館
で
「
ケ
ー
ス
」
に
展
示
さ
れ
た
の
は
、
美

術
工
芸
品
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

三
　
日
本
館
美
術
工
芸
部
の
役
割

日
本
館
の
ホ
ー
ル
の
展
示
は
、「
一
角
を
『
漆
の
室
』
と
す
る
こ

と
即
ち
天
井
、
周
壁
等
を
豪
華
な
る
漆
塗
と
し
、
之
に
漆
器
の
家
具

調
度
類
を
配
し
て
漆
一
色
の
室
と
為
し
以
て
本
邦
漆
工
業
の
真
価
を

示
す
」（
39)

こ
と
が
意
図
さ
れ
た
。
ホ
ー
ル
内
部
の
展
示
計
画
を
当
時

の
記
事
か
ら
拾
う
と
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

「
ホ
ー
ル
入
口
正
面
に
は
漆
塗
の
大
衝
立
が
立
つ
。
正
面
は
日
本

を
中
心
と
し
た
万
国
地
図
、
裏
面
は
ア
ヤ
メ
の
図
、
い
づ
れ
も

日
本
固
有
の
漆
技
術
の
粋
を
見
せ
た
も
の
。
室
中
央
の
大
絨
毯

は
鐘
紡
自
慢
の
製
品
。
正
面
奥
の
陳
列
台
及
飾
棚
に
は
全
国
よ

り
選
定
収
集
さ
れ
た
美
術
工
芸
品
の
花
が
咲
そ
ろ
ひ
、
そ
の
上

段
壁
面
に
は
大
観
そ
の
他
の
日
本
画
の
秀
逸
が
並
び
競
ふ
豪
華

さ
で
あ
る
。
入
口
側
壁
面
に
は
之
に
対
し
て
洋
画
の
諸
傑
作
が

並
べ
ら
れ
る
。
両
翼
の
室
に
沿
つ
た
壁
面
に
は
繊
細
な
絹
刺
繍

の
壁
掛
が
掛
け
ら
れ
、
下
の
ケ
ー
ス
に
は
各
種
工
芸
品
が
置
か

れ
る
」（
40)

。

こ
の
記
述
か
ら
は
、
美
術
工
芸
部
の
展
示
に
お
け
る
主
要
な
展
示
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物
が
何
で
あ
る
か
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
ホ
ー
ル
の
中
央
・
正
面

と
い
っ
た
中
心
的
な
位
置
に
、「
日
本
固
有
」
の
工
芸
で
あ
る
漆
塗
の

大
衝
立
と
美
術
工
芸
品
、
日
本
画
が
展
示
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら

の
周
辺
の
空
い
た
ス
ペ
ー
ス
に
、
洋
画
や
産
業
工
芸
品
が
並
べ
ら
れ

た
。
日
本
の
固
有
性
を
よ
り
強
く
示
す
も
の
が
、
展
示
の
「
花
」
な

の
で
あ
る
。

美
術
工
芸
品
の
制
作
者
は
寺
田
龍
雄
、
村
越
道
守
、
堆
朱
揚
成
、

各
務
鑛
三
と
い
っ
た
官
展
常
連
の
工
芸
家
た
ち
で
あ
り
、
松
田
権

六
《
鵜
の
図
飾
箱
》（
帝
展
出
品
）
や
羽
野
禎
三
《
凝
視
蒔
絵
文

庫
》（
文
展
出
品
）
な
ど
、
官
展
出
品
作
も
あ
っ
た
。
絵
画
作
品
の
出

品
調
査
委
員
を
務
め
た
津
田
信
夫
は
、
自
ら
も
鋳
金
《
青
銅
龍
置

物
》
を
出
品
し
て
い
る
（
41)

。

津
田
は
一
九
二
三
年
か
ら
約
三
年
間
、
欧
米
各
国
で
鋳
金
や
金
工

の
技
術
を
学
び
、
一
九
二
五
年
の
パ
リ
万
国
装
飾
美
術
工
芸
博
覧
会

に
審
査
員
と
し
て
参
加
し
た
の
ち
帰
国
し
、
西
洋
の
美
術
や
工
芸
の

様
式
を
取
り
入
れ
た
新
し
い
工
芸
制
作
活
動
を
展
開
し
た
人
物
で
あ

る
。
津
田
の
よ
う
に
、
東
京
美
術
学
校
な
ど
教
育
機
関
に
お
い
て
工

芸
教
育
を
受
け
た
新
し
い
時
代
の
工
芸
家
た
ち
は
、
帝
展
工
芸
部
の

開
設
を
強
く
主
張
し
た
人
々
で
も
あ
っ
た
（
42)

。

昭
和
一
○
年
代
の
工
芸
は
、
バ
ウ
ハ
ウ
ス
に
代
表
さ
れ
る
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
モ
ダ
ン
デ
ザ
イ
ン
の
思
想
も
入
り
込
み
、
無
装
飾
の
機
能
的

形
体
を
持
つ
工
芸
が
、
試
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
た
（
43)

。

だ
が
、「
国
力
、
国
是
、
国
粋
と
い
つ
た
も
の
ゝ
最
高
標
準
を
展
示
す

る
」（
44)

こ
と
を
目
的
と
し
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
万
博
で
は
、
モ
ダ
ン
な

デ
ザ
イ
ン
で
は
な
く
、
国
粋
的
な
「
日
本
の
美
」
を
表
現
し
た
美
術

工
芸
品
が
出
品
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
出
品
内
容
に
つ
い
て
、
評
論
家

の
渡
邊
素
舟
は
『
美
之
国
』
誌
上
で
遠
回
し
に
批
判
し
た
。

「
こ
ん
ど
の
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
と
紐
育
の
万
国
博
に
出
品
し

た
こ
の
国
の
出
品
工
芸
の
モ
チ
ー
フ
を
考
へ
て
見
て
も
、
一
つ

の
再
認
を
新
し
く
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
即
ち
、
建
築
で
は
城

郭
造
と
神
明
造
に
茶
室
茶
庭
と
庭
園
が
数
へ
ら
れ
、
工
芸
で
は
、
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弓
、
竹
籠
、
扇
子
、
人
形
、
一
刀
彫
な
ど
い
ふ
や
う
な
国
粋
的

な
も
の
が
考
へ
ら
れ
る
。(

中
略)

国
際
的
な
作
家
は
既
に
国
籍

と
民
族
文
化
の
名
に
於
い
て
そ
の
特
色
を
発
揮
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
つ
た
」（
45)

。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
万
博
に
出
品
さ
れ
た
工
芸
品
の
中
で
も
、
国
際
館

に
陳
列
さ
れ
た
工
芸
品
の
方
は
、
商
工
省
工
芸
指
導
所
に
よ
る
も
の

で
あ
っ
た
た
め
、
ま
だ
そ
の
デ
ザ
イ
ン
は
シ
ン
プ
ル
で
機
能
性
を
重

視
し
た
も
の
が
多
く
み
ら
れ
た
。
工
芸
指
導
所
は
、
モ
ダ
ン
デ
ザ
イ

ン
を
取
り
入
れ
つ
つ
、
近
代
工
業
社
会
に
適
応
し
た
生
活
工
芸
品
を

生
産
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
開
設
さ
れ
た
機
関
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

一
九
三
三
年
に
来
日
し
た
ブ
ル
ー
ノ
・
タ
ウ
ト
が
嘱
託
と
し
て
招
聘

さ
れ
、
産
業
工
芸
に
つ
い
て
直
接
的
指
導
を
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

同
所
は
単
な
る
欧
米
向
け
の
輸
出
デ
ザ
イ
ン
か
ら
、
生
活
機
能
を
備

え
た
近
代
デ
ザ
イ
ン
へ
と
脱
皮
し
つ
つ
あ
っ
た
（
46)

。
も
っ
と
も
そ
の

「
機
能
性
」
も
、
欧
米
人
の
生
活
に
関
す
る
知
識
の
乏
し
さ
の
た
め
、

誤
解
に
基
づ
い
て
考
案
さ
れ
た
も
の
も
多
く
、
実
際
に
は
、
ア
メ
リ

カ
へ
の
輸
出
商
品
と
し
て
は
依
然
多
く
の
問
題
も
残
さ
れ
て
い
た
。

商
工
省
や
貿
易
局
か
ら
嘱
託
と
し
て
欧
米
視
察
に
派
遣
さ
れ
た
山
崎

覚
太
郎
や
宮
下
孝
雄
ら
に
よ
る
報
告
に
は
、
取
り
扱
い
の
難
し
い
漆

器
は
欧
米
人
の
生
活
に
は
向
か
ず
、
日
本
に
お
い
て
名
陶
と
さ
れ
る

も
の
も
通
用
し
な
い
こ
と
、
ま
た
日
本
趣
味
を
強
調
し
た
デ
ザ
イ
ン

が
欧
米
人
に
は
敬
遠
さ
れ
る
こ
と
な
ど
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
（
47)

。

結
局
の
と
こ
ろ
輸
出
用
工
芸
品
は
、
欧
米
人
の
生
活
に
適
応
し
た

機
能
性
だ
け
で
な
く
、
そ
の
デ
ザ
イ
ン
様
式
に
お
い
て
も
、
徹
底
的

に
欧
米
人
の
好
み
に
合
わ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
だ
っ

た
。
欧
米
社
会
で
日
本
製
品
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
た
め
の
方
法
と
は
、

日
本
的
な
要
素
を
な
る
べ
く
取
り
払
い
、
欧
米
の
様
式
に
合
わ
せ
て

い
く
こ
と
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

国
際
館
の
展
示
の
意
図
は
、
西
洋
化
し
た
「
現
代
の
日
本
」
を
打

ち
出
す
こ
と
で
、
欧
米
諸
国
へ
の
日
本
の
同
調
と
連
帯
を
示
し
、
日

本
が
欧
米
文
化
を
共
有
す
る
先
進
国
で
あ
る
と
い
う
印
象
を
ア
メ
リ

カ
人
に
抱
か
せ
る
こ
と
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
日
本
館
の
美

術
工
芸
品
は
、
工
芸
制
作
の
新
た
な
運
動
を
牽
引
す
る
工
芸
作
家
た

ち
に
よ
っ
て
出
品
さ
れ
た
も
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
意
匠
は
極

め
て
日
本
的
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
輸
出
工
芸
と
は
一
線
を
画

す
一
品
制
作
の
美
術
工
芸
品
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
ひ
と
つ
に
は
考
え

ら
れ
る
。
だ
が
、
神
明
造
り
の
日
本
館
の
中
央
を
占
め
る
美
術
工
芸

部
の
役
割
と
は
、
日
本
の
「
国
力
、
国
是
、
国
粋
」
を
、
日
本
特
有

の
技
術
と
美
意
識
に
よ
っ
て
観
客
に
示
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
い
わ
ば
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美
術
工
芸
品
は
、
日
本
の
表
象
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
も
っ
と

も
象
徴
す
る
の
が
、
表
に
日
本
を
中
心
と
し
た
世
界
地
図
、
裏
に
は

尾
形
光
琳
風
の
燕
子
花
が
描
か
れ
た
、
日
本
漆
工
会
出
品
の
《
漆
塗

大
衝
立
》（
48
）
だ
っ
た
。

四
　
漆
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

日
本
漆
工
会
は
一
八
九
○
年
に
池
田
泰
真
、
白
山
松
哉
、
田
邊

源
助
ら
二
四
人
の
技
術
者
に
よ
っ
て
発
足
し
た
美
術
団
体
で
あ
り
、

一
九
三
九
年
当
時
は
、
正
木
直
彦
が
三
代
目
の
会
頭
を
務
め
て
い

た
（
49)

。《
漆
塗
大
衝
立
》
は
、
一
九
三
八
年
八
月
に
商
工
省
か
ら
正

木
を
通
じ
て
漆
工
会
に
委
嘱
さ
れ
た
（
50)

。
同
会
は
、
四
ヶ
月
と
い
う

短
期
間
で
製
作
し
、
翌
年
一
月
末
に
完
成
さ
せ
た
（
51)
。

商
工
省
と
出
品
調
査
委
員
ら
は
、
当
初
、
漆
工
芸
品
を
多
数
出
品

す
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
が
、
出
品
に
適
当
な
も
の
が
無
い
た
め
、

委
員
間
で
テ
ー
ブ
ル
を
設
計
・
制
作
し
、
そ
れ
に
日
本
地
図
を
描
く

こ
と
を
計
画
し
て
い
た
。
そ
し
て
三
越
の
図
案
部
に
委
嘱
し
て
図
面

は
出
来
上
が
っ
た
が
、
製
作
に
か
け
ら
れ
る
日
数
が
少
な
い
こ
と
か

ら
引
き
受
け
手
が
お
ら
ず
、
作
者
の
選
定
に
困
窮
し
た
商
工
省
が
、

漆
工
会
に
依
頼
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
（
52)

。

正
木
は
テ
ー
ブ
ル
製
作
と
い
う
当
初
の
案
を
拒
み
、
代
わ
り
に
、

地
図
を
見
せ
る
の
に
テ
ー
ブ
ル
よ
り
も
都
合
の
よ
い
衝
立
の
製
作
を

提
案
し
た
。
そ
し
て
表
は
世
界
地
図
に
し
、
裏
は
草
花
の
図
に
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
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「
地
図
に
就
て
は
只
日
本
地
図
を
描
い
た
丈
け
で
は
、
日
本
人
に

は
解
る
が
外
人
に
は
日
本
を
示
す
に
は
世
界
に
於
け
る
日
本
に

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
先
づ
米
国
人
に
見
せ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
ま

づ
亜
米
利
加
か
ら
導
い
て
日
本
が
こ
ゝ
に
あ
る
と
云
ふ
事
を
見

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
」（
53)

。

《
漆
塗
大
衝
立
》
の
寸
法
は
、
高
さ
一
丈
一
尺
（
約
三
メ
ー
ト
ル
三

○
セ
ン
チ
）、
幅
二
丈
二
尺
（
約
六
メ
ー
ト
ル
六
○
セ
ン
チ
）、
奥
行

き
は
五
尺
（
約
一
メ
ー
ト
ル
五
○
セ
ン
チ
）
あ
り
、
そ
の
う
ち
画
面
部

分
は
、
高
さ
七
尺
五
寸
（
約
二
メ
ー
ト
ル
二
五
セ
ン
チ
）、
幅
二
丈

（
約
六
メ
ー
ト
ル
）
と
、
漆
工
芸
作
品
と
し
て
は
前
例
の
な
い
大
き
さ

の
も
の
だ
っ
た
。

木
地
は
木
骨
に
ベ
ニ
ヤ
板
貼
り
で
作
ら
れ
た
。
塗
漆
は
外
郭
が
栗

色
の
布
目
塗
、
台
部
の
羽
目
板
に
は
青
漆
の
杢
目
塗
が
施
さ
れ
た
。

こ
れ
だ
け
で
既
に
生
漆
が
一
五
貫
（
約
五
六
・
二
五
キ
ロ
）
使
わ
れ

た
。
画
面
の
素
地
は
、
檜
製
の
枠
に
桐
製
の
細
密
な
格
子
を
組
み
込

ん
で
、
表
面
に
金
網
を
張
っ
た
上
に
麻
布
が
貼
り
合
わ
さ
れ
た
。
画

面
は
五
分
割
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
麻
布
が
裏
表
二
枚
ず
つ
漆
糊
で
貼

り
重
ね
ら
れ
た
。
こ
れ
に
は
生
漆
が
二
二
貫
（
約
八
二
・
五
キ
ロ
）

使
用
さ
れ
た
。

表
の
画
面
の
世
界
地
図
は
、
変
り
塗
を
八
種
用
い
、
彩
漆
、
沈
金

等
も
利
用
し
、
金
箔
が
四
○
○
枚
、
顔
料
及
び
青
貝
類
も
使
用
さ
れ

た
。
裏
面
の
燕
子
花
図
は
、
切
箔
・
地
箔
片
を
一
○
万
枚
使
い
、
図

柄
の
花
の
部
分
に
は
玉
虫
貝
七
七
輪
、
金
澄
四
六
輪
、
割
貝
四
二
輪
、

卵
殻
三
五
輪
が
使
用
さ
れ
た
。
茎
部
に
は
青
緑
の
乾
漆
粉
が
四
○
○

匁
（
約
一
・
五
キ
ロ
）
使
わ
れ
た
。

設
計
は
正
木
の
指
導
の
下
、
松
田
権
六
、
吉
野
富
雄
、
都
筑
幸
哉

の
三
人
が
担
当
し
、
図
案
は
大
村
素
峰
、
工
事
は
岩
瀧
尚
美
が
担
当

し
た
。
そ
の
他
に
蒔
絵
師
一
一
名
、
金
工
、
貝
師
、
塗
師
頭
が
そ
れ

ぞ
れ
一
名
動
員
さ
れ
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
万
年
筆
会
社
や
富
士
屋
家
具
工

場
、
大
日
本
塗
料
会
社
な
ど
も
技
術
及
び
物
資
で
協
力
し
た
（
54)

。

大
衝
立
の
外
郭
の
形
状
は
、
法
隆
寺
東
院
相
殿
の
聖
徳
太
子
御
像

（
円
快
作
）
の
厨
子
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
設
計
さ
れ
た
。
厨
子
の
構
造

様
式
は
、
吉
野
の
言
葉
に
よ
れ
ば
「
所
謂
国
風
文
化
醸
成
期
の
好
範

で
、
高
尚
優
雅
の
極
致
に
し
て
直
示
日
本
的
」
で
（
55)

、
大
衝
立
に
相

応
し
い
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。
布
着
一
回
の
上
に
さ
ら
に
荒
布
を
貼

る
布
目
塗
の
技
法
を
用
い
た
の
は
、
漆
器
に
不
慣
れ
な
ア
メ
リ
カ
人

に
よ
る
取
り
扱
い
に
も
耐
え
得
る
強
度
を
考
え
た
か
ら
だ
っ
た
。

予
算
の
都
合
に
よ
り
図
様
は
新
た
に
作
成
せ
ず
、
古
画
か
ら
借
り

る
こ
と
に
決
ま
っ
た
。
当
初
、
桃
山
時
代
風
の
桜
紅
葉
図
の
採
用
が
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考
え
ら
れ
た
が
、
同
じ
図
様
が
日
本
中
央
蚕
糸
会
出
品
の
絹
刺
繍
壁

掛
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
こ
れ
は
取
り
や
め
に
な
っ

た
（
56)
。
そ
し
て
最
終
的
に
は
根
津
家
所
蔵
の
光
琳
作
《
燕
子
花
図
屏

風
》
が
選
ば
れ
た
。
表
の
地
図
に
つ
い
て
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に

商
工
省
か
ら
は
日
本
地
図
と
い
う
案
が
出
て
い
た
が
、
正
木
の
提
案

に
よ
り
「
世
界
対
日
本
」
を
示
す
地
図
に
決
ま
り
、
そ
の
際
、
経
度

は
日
本
を
中
心
に
す
る
こ
と
に
し
た
。
海
洋
の
水
紋
の
文
様
は
、
岩

崎
家
所
蔵
の
宗
達
作
《
源
氏
物
語
関
屋
澪
標
図
屏
風
》
の
波
紋
を
手

本
と
し
た
（
57)

。

こ
れ
ら
図
様
の
選
定
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、
漆
工
会
が
、
大
和
絵

を
参
照
し
た
桃
山
時
代
後
期
の
美
術
様
式
を
意
識
し
て
い
た
こ
と
で

あ
る
（
58)

。
桃
山
様
式
は
、
後
に
な
る
ほ
ど
大
和
絵
的
要
素
が
増
し
て

い
き
、
古
典
復
興
の
傾
向
を
強
め
て
い
っ
た
様
式
だ
と
い
わ
れ
て
い

る
（
59)

。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
漆
工
会
が
大
衝
立
の
図
様
に
「
日
本

固
有
の
美
」
を
表
現
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
大
衝

立
の
外
郭
が
聖
徳
太
子
御
像
の
厨
子
の
形
状
を
模
し
た
も
の
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
も
、
明
治
期
以
降
聖
徳
太
子
が
「
日
本
文
化
の
源
流
」

と
し
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
だ
ろ
う
（
60)

。

草
花
の
図
に
光
琳
の
《
燕
子
花
図
屏
風
》
が
選
ば
れ
た
の
も
、
や

は
り
光
琳
が
「
日
本
美
術
の
精
粋
」
で
あ
り
、「
日
本
固
有
の
美
」
を

表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
だ
ろ
う
。
光
琳
の
画

を
推
し
た
の
は
、「
芸
術
に
国
境
な
く
大
手
を
振
つ
て
世
界
に
闊
歩
し

得
る
も
の
は
古
往
今
来
光
琳
を
措
い
て
は
あ
る
ま
い
」
と
い
う
意
見

だ
っ
た
（
61)

。
玉
蟲
敏
子
氏
に
よ
れ
ば
、
近
代
に
な
っ
て
西
欧
人
か
ら

光
琳
が
高
く
評
価
さ
れ
た
こ
と
が
、
光
琳
を
「
西
欧
に
伍
す
る
こ
と

の
で
き
る
日
本
の
画
家
の
象
徴
」
と
み
な
す
こ
と
に
繋
が
っ
た
と
い

う
（
62)

。
明
治
末
期
に
は
出
来
上
が
っ
て
い
た
「
世
界
の
光
琳
」
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
は
、
日
中
戦
争
下
の
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
結
び

つ
き
、
い
っ
そ
う
強
化
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
大
衝
立
の
漆
と
蒔
絵
に
は
様
々
な
技
法
が
用
い
ら
れ
た
が
、

日
本
の
古
代
の
技
法
を
参
照
し
た
も
の
が
多
く
用
い
ら
れ
た
。
そ
し

て
代
用
材
料
の
研
究
が
盛
ん
だ
っ
た
時
期
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

大
衝
立
の
画
面
に
は
ア
ル
マ
イ
ト
板
や
チ
ッ
ソ
ラ
イ
ト
、
フ
ァ
イ
バ

ー
と
い
っ
た
代
用
材
料
は
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
画
面
の
製
作
に
用

い
ら
れ
た
、
麻
布
を
漆
糊
で
貼
り
重
ね
る
手
法
は
「
夾
紵
」
と
い
う

技
法
で
あ
り
、
奈
良
時
代
に
唐
か
ら
伝
来
し
た
技
を
復
興
さ
せ
た
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
天
然
漆
の
欠
点
の
改
良
と
、
天
然
漆
の
価
格
の

低
廉
を
目
的
に
、
当
時
工
芸
指
導
所
が
開
発
し
て
い
た
代
用
漆
な
ど

も
、
大
衝
立
に
は
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

設
計
者
の
一
人
で
あ
る
吉
野
富
雄
は
、
大
衝
立
に
用
い
た
技
法
に
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つ
い
て
、
漆
工
会
の
機
関
誌
『
漆
と
工
芸
』
に
詳
細
に
記
し
た
。
そ

の
中
で
吉
野
は
、
そ
れ
ら
の
技
法
を
、
ど
れ
も
古
代
に
由
来
す
る

「
由
緒
あ
る
」
技
法
と
し
て
説
明
し
た
。
吉
野
は
、
漆
工
芸
の
「
価

値
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
強
調
し
た
。

「
思
ふ
に
従
前
に
於
け
る
日
本
漆
器
の
声
価
な
る
も
の
は
東
洋
数

千
年
の
歴
史
的
集
積
に
し
て
、
こ
の
内
に
は
漆
の
持
つ
美
観
の

外
に
日
本
独
特
の
美
術
と
精
神
と
が
高
調
さ
れ
て
居
り
、
こ
の

伝
統
美
を
無
視
し
て
は
日
本
の
価
値
が
全
然
失
は
れ
る
と
云
は

ね
ば
な
ら
な
い
。（
中
略
）
こ
の
意
味
か
ら
し
て
も
今
度
は
是

非
日
本
伝
統
文
化
の
真
価
を
示
し
て
や
り
度
い
と
云
ふ
の
が
当

初
か
ら
の
吾
々
の
腹
で
あ
つ
た
」（
63)

。

「
伝
統
文
化
の
真
価
」
を
示
す
以
上
、
大
衝
立
に
は
出
来
る
限
り

古
来
の
技
法
を
用
い
る
こ
と
が
、
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
。
大
衝
立
の
画
面
の
額
縁
部
分
に
嵌
め
込
ま
れ
た
、
金
属
製
の
花

菱
に
漆
を
硬
着
さ
せ
る
方
法
は
、
焼
漆
法
と
い
う
古
代
か
ら
の
や
り

方
が
採
用
さ
れ
た
。
こ
れ
は
正
倉
院
文
書
に
典
拠
の
あ
る
、
古
代
か

ら
の
技
法
だ
っ
た
（
64)

。
金
に
よ
る
漆
面
の
装
飾
と
い
う
推
古
天
皇
の

時
代
に
由
来
す
る
技
法
は
、
時
局
柄
、
関
係
者
に
も
一
時
は
実
現
が

難
し
く
思
わ
れ
た
が
、
燕
子
花
図
の
地
の
面
に
切
箔
を
用
い
、
燕
子

花
の
花
部
及
び
世
界
地
図
の
日
本
部
分
に
、「
澄
（
ず
み
）」
と
呼
ば

れ
る
箔
の
原
料
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
何
と
か
踏
襲
さ
れ
た
。

と
は
い
え
、
四
ヶ
月
と
い
う
短
期
間
に
仕
上
げ
る
た
め
、
実
際
の

製
作
に
お
い
て
は
、「
其
手
段
に
於
て
は
可
な
り
現
代
の
科
学
を
も
採

用
せ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
」
と
い
う
の
も
、
ま
た
現
実
だ
っ
た
（
65)

。

例
え
ば
燕
子
花
の
蒔
絵
は
、
通
常
の
順
序
で
の
製
作
で
は
間
に
合
わ

な
い
た
め
、
花
の
形
状
に
拵
え
た
金
属
板
に
焼
漆
地
を
施
し
、
そ
れ

ぞ
れ
に
蒔
絵
を
施
し
て
い
る
間
、
一
方
で
は
地
の
面
を
描
き
、
最
後

に
そ
の
金
属
板
を
画
面
上
に
麦
漆
で
貼
り
付
け
る
と
い
う
、
新
た
な

技
法
が
採
用
さ
れ
た
。
結
果
、「
恰
も
蒔
絵
で
作
り
上
げ
た
よ
う
に
全

く
わ
か
ら
ぬ
様
に
う
ま
く
こ
し
ら
へ
た
」
の
だ
っ
た
（
66)

。

そ
も
そ
も
漆
は
、
日
本
で
発
展
し
た
伝
統
技
術
と
し
て
、
工
芸
の

中
で
も
特
に
日
本
文
化
の
固
有
性
と
結
び
つ
け
て
言
及
さ
れ
る
こ
と

が
多
か
っ
た
（
67)

。
ま
た
当
時
、「
欧
米
で
は
漆
はjapan

と
呼
ば
れ
て

い
る
」
と
工
芸
関
係
者
に
信
じ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
問
題
も
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
万
博
日
本
館
の
展
示
を
考
え
る
上
で
は
見
逃
せ
な
い
こ
と

で
あ
る
（
68)

。
こ
の
「
漆
＝japan

」
説
が
い
つ
頃
確
立
し
た
も
の
で

あ
る
か
は
不
明
だ
が
、
大
衝
立
の
設
計
者
で
あ
る
松
田
権
六
も
当
時
、

「
漆
＝japan
」
説
を
信
じ
て
い
た
一
人
だ
っ
た
（
69)

。
伝
統
工
芸
の
中
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で
も
、
と
り
わ
け
漆
工
芸
に
特
別
な
位
置
が
与
え
ら
れ
、
日
本
館
の

美
術
工
芸
部
が
「
漆
の
室
」
と
さ
れ
た
背
景
に
は
、
単
に
漆
が
日
本

の
古
代
か
ら
の
伝
統
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
そ
う
し
た

関
係
者
た
ち
の
一
種
の
「
思
い
込
み
」
も
、
い
く
ら
か
関
係
し
て
い

た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
意
味
で
、
漆
が
日
本
を
表
徴

す
る
も
の
と
し
て
日
本
館
の
中
心
部
で
あ
る
ホ
ー
ル
の
装
飾
に
用
い

ら
れ
、
美
術
工
芸
部
の
中
心
的
展
示
品
が
《
漆
塗
大
衝
立
》
で
あ
っ

た
の
は
、
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。
漆
工
芸
に

「
日
本
独
特
の
美
術
と
精
神
」
を
仮
託
し
、「
こ
の
伝
統
美
を
無
視
し

て
は
日
本
の
価
値
が
全
然
失
は
れ
る
」
と
考
え
て
い
た
の
は
、
吉
野

一
人
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
時
代
の
工
芸
関
係
者
た
ち
に
共
通
す
る
認

識
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

だ
が
、
漆
が
日
本
の
代
表
的
工
芸
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
日
本
文

化
の
精
髄
と
さ
え
見
な
さ
れ
て
い
た
と
は
い
え
、
先
に
述
べ
た
よ
う

に
、
実
際
の
と
こ
ろ
そ
の
原
料
の
ほ
と
ん
ど
は
、
中
国
及
び
仏
領
イ

ン
ド
シ
ナ
か
ら
の
輸
入
に
頼
っ
て
い
た
。
日
中
戦
争
に
よ
っ
て
た
ち

ま
ち
漆
業
界
が
苦
境
に
陥
っ
た
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、「
日
本

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
た
る
漆
工
芸
は
、
そ
の
存
在
自
体
が
他
国

へ
依
存
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
脆
弱
さ
を
、

本
質
的
な
部
分
に
抱
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

輸
出
振
興
と
い
う
面
か
ら
も
、
漆
は
や
っ
か
い
な
も
の
で
あ
っ
た
。

欧
米
の
乾
燥
し
た
気
候
に
お
い
て
は
、
日
本
で
ど
れ
ほ
ど
気
を
つ
け

て
製
作
し
て
も
、
歪
み
や
ひ
び
割
れ
、
退
色
な
ど
が
避
け
が
た
く
、

こ
う
し
た
欠
点
が
欧
米
で
の
販
路
を
狭
め
る
結
果
に
も
な
っ
て
い
た
。

山
崎
覚
太
郎
は
、
輸
出
と
い
う
面
か
ら
考
え
た
場
合
は
「
漆
は
一
種

の
塗
料
で
あ
る
。
日
本
の
在
来
の
観
念
で
漆
器
を
考
へ
て
は
い
け
な

い
」（
70)

と
、
漆
器
の
素
地
と
し
て
従
来
の
木
材
に
こ
だ
わ
ら
ず
に
、

ア
ル
マ
イ
ト
な
ど
木
材
以
外
の
素
地
を
利
用
す
る
よ
う
提
言
し
た
。

《
漆
塗
大
衝
立
》
は
一
月
末
に
完
成
し
、
二
月
九
日
よ
り
四
日
間
、

政
府
主
催
の
下
で
他
の
工
芸
品
と
と
も
に
東
京
府
美
術
館
で
の
出
品

展
示
会
で
一
般
公
開
さ
れ
た
（
71)

。
当
時
、
大
衝
立
が
ど
の
よ
う
な
評

価
を
観
客
か
ら
受
け
た
の
か
、
そ
の
率
直
な
感
想
を
現
在
知
る
こ
と

は
難
し
い
。
だ
が
、
漆
工
会
機
関
誌
『
漆
と
工
芸
』
に
寄
せ
ら
れ
た

渡
邊
素
舟
の
一
文
に
、
そ
の
一
端
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

「
と
に
か
く
大
ま
か
に
要
約
さ
れ
た
仕
事
と
し
て
は
ま
づ
無
難
と

い
ふ
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
元
よ
り
華
麗
だ
と
い
ふ
程

の
も
の
で
も
な
く
、
絢
爛
と
い
ふ
程
の
も
の
で
も
な
い
。（
中

略
）
難
を
い
へ
ば
全
体
に
感
じ
が
浅
く
深
味
と
い
ふ
も
の
が
な

い
こ
と
で
あ
る
が
、
と
に
か
く
短
時
日
の
間
に
こ
れ
だ
け
に
仕
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上
げ
た
の
だ
か
ら
、
同
情
が
先
き
に
立
つ
て
難
を
い
ふ
筋
の
も

の
で
も
な
さ
そ
う
で
あ
る
」（
72)

。

松
田
権
六
は
大
衝
立
製
作
の
感
想
文
に
お
い
て
、
無
事
に
完
成
し

た
こ
と
に
つ
い
て
は
「
共
力
一
致
の
賜
」
と
自
賛
し
な
が
ら
も
、
一

方
で
、「
果
し
て
こ
の
衝
立
が
日
本
の
現
代
漆
芸
を
代
表
す
る
資
格
あ

り
や
、
否
や
は
大
ひ
に
疑
問
で
あ
ら
う
が
」
と
も
付
け
加
え
て
い

る
（
73)

。

《
漆
塗
大
衝
立
》
は
東
京
府
美
術
館
で
の
出
品
展
示
会
の
後
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
向
け
発
送
さ
れ
、
万
博
の
期
間
中
日
本
館
の
ホ
ー
ル

を
飾
っ
た
（
74)

。
大
衝
立
は
ホ
ー
ル
か
ら
日
本
庭
園
へ
抜
け
る
出
入
口

の
前
に
、
地
図
の
面
を
出
入
口
に
向
け
て
立
て
ら
れ
た
。
燕
子
花
図

の
前
に
は
、
東
京
高
等
工
芸
学
校
出
品
に
よ
る
休
憩
用
の
長
椅
子
が

並
べ
ら
れ
た
。
燕
子
花
図
の
面
を
部
屋
の
内
側
に
向
け
た
こ
と
で
、

美
術
工
芸
品
や
絵
画
と
調
和
の
と
れ
た
「
サ
ロ
ン
」
風
の
雰
囲
気
が

作
り
出
さ
れ
た
。
大
衝
立
の
地
図
の
面
が
「
表
」
で
あ
る
の
に
も
関

わ
ら
ず
、
そ
の
図
様
を
見
る
た
め
に
は
庭
へ
の
出
入
口
の
前
の
狭
い

場
所
ま
で
回
り
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ホ
ー
ル
を
観
覧
す
る
大

部
分
の
観
客
に
は
、
む
し
ろ
「
裏
」
面
で
あ
る
燕
子
花
図
の
方
が
印

象
に
残
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
日
本
が
中
心
に
描
か
れ
た
世

界
地
図
」
の
包
含
す
る
戦
時
下
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
歴
史

あ
る
神
秘
的
な
東
洋
の
国
と
い
う
エ
キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム
の
中
に
、
巧
み

に
隠
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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お
わ
り
に

明
治
期
に
日
本
政
府
が
万
博
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
め

て
「
日
本
対
世
界
」
と
い
う
概
念
が
表
出
し
た
よ
う
に
、
日
本
に
と

っ
て
万
博
は
、
世
界
に
お
け
る
「
日
本
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
を

自
ら
に
問
い
直
す
場
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
明
治
期
の
万
博
に

お
い
て
は
、
工
芸
品
を
通
じ
て
「
日
本
の
伝
統
」
が
意
識
的
に
創
り

出
さ
れ
て
き
た
。

日
中
戦
争
下
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
万
博
に
お
い
て
日
本
政
府
は
、
工

芸
品
を
日
本
館
の
ホ
ー
ル
と
国
際
館
日
本
部
の
二
ヶ
所
に
展
示
し
た
。

政
府
関
係
者
の
意
図
は
、
日
本
館
の
中
心
で
あ
る
ホ
ー
ル
に
は
、「
日

本
美
術
の
精
粋
」
で
あ
る
美
術
工
芸
品
を
展
示
し
て
、
日
本
の
「
国

力
、
国
是
、
国
粋
」
を
示
し
、
国
際
館
で
は
欧
米
向
け
の
実
用
工
芸

品
を
展
示
し
て
、
輸
出
振
興
を
図
る
こ
と
だ
っ
た
。
そ
し
て
日
本
館

の
美
術
工
芸
品
の
中
心
と
な
る
展
示
物
が
、《
漆
塗
大
衝
立
》
だ
っ
た

の
で
あ
る
。

当
時
漆
工
芸
は
、「
日
本
古
来
の
伝
統
技
術
」
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
、「
日
本
文
化
の
固
有
性
」
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ

て
い
た
。
つ
ま
り
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
万
博
で
は
、《
漆
塗
大
衝
立
》
が
、

「
日
本
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
と
し
て
提
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
考
察
の
対
象
を
工
芸
品
に
絞
っ
た
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

万
博
に
出
品
さ
れ
た
展
示
物
は
絵
画
、
写
真
、
映
画
な
ど
多
岐
に
亘

っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
個
別
の
出
品
物
が
、
展
示
全
体
の
中
で
ど
の

よ
う
な
意
味
を
持
ち
、
ど
の
よ
う
な
「
日
本
の
イ
メ
ー
ジ
」
を
欧
米

に
対
し
て
提
示
し
た
の
か
。
こ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
は
今
後
さ
ら

に
調
査
し
、
考
察
を
進
め
て
い
き
た
い
。
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註１
　
参
加
国
五
八
ヶ
国
、
入
場
者
三
二
五
四
万
人
。
テ
ー
マ
は
「
明

日
の
世
界
の
建
設
」。
会
場
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
郊
外
フ
ラ
ッ
シ

ン
グ
メ
ド
ウ
公
園
。
広
さ
一
二
一
六
・
五
エ
ー
カ
ー
（
約
一
四

六
万
坪
）（
商
工
省
記
録
、
昭
和
一
四
年
一
二
月
二
二
日
付
商

工
大
臣
伍
堂
卓
雄
発
内
閣
総
理
大
臣
阿
部
信
行
宛
文
書
「
一
九

四
○
年
紐
育
万
国
博
覧
会
ニ
関
ス
ル
件
」
参
考
資
料
三
・
四
、

国
立
公
文
書
館
所
蔵2A

-012-00

類02269100

）。

２
　
日
中
戦
争
の
開
始
以
降
の
ア
メ
リ
カ
社
会
に
お
け
る
排
日
運
動



の
高
ま
り
に
つ
い
て
は
、
深
見
麻
「
金
門
万
国
博
覧
会
と
在
米

日
系
社
会

│
一
九
三
○
年
代
の
日
系
社
会
の
対
米
宣
伝
活
動

の
一
例
と
し
て
」（『
文
化
資
源
学
』
三
号
、
二
○
○
五
年
）
を

参
照
。

３
　
日
本
政
府
は
「
当
地
博
覧
会
の
趣
旨
に
基
き

Jap
an
of

T
om
orrow

を
表
象
す
べ
く
日
本
の
宣
伝
を
主
眼
と
し
従
来
の

博
覧
会
に
見
る
が
如
き
商
品
陳
列
所
に
類
す
る
旧
式
の
観
念
に

捉
わ
れ
ざ
る
こ
と
」
を
根
本
方
針
と
し
た
。（
外
務
省
記
録

「
外
国
博
覧
会
関
係
雑
件
　
紐
育
並
桑
港
万
国
博
覧
会
」、
昭
和

一
三
年
二
月
一
九
日
付
若
杉
要
在
紐
育
総
領
事
発
廣
田
弘
毅
外

務
大
臣
宛
別
電
、
外
務
省
外
交
史
料
館
所
蔵E

.2.8.0

・4-10

）。

４
　
同
前
。

５
　
外
務
省
記
録
、
前
掲
フ
ァ
イ
ル
、
昭
和
一
三
年
三
月
二
日
付

崎
観
三
在
桑
港
総
領
事
発
廣
田
弘
毅
外
務
大
臣
宛
別
電
。

６
　
同
前
。

７
　
例
え
ば
、
樋
口
い
ず
み
「
一
八
七
八
年
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
お

け
る
日
本

│
日
本
の
出
品
当
事
者
の
意
図
と
欧
米
側
の
反

応
」、『
日
本
女
子
大
学
大
学
院
人
間
社
会
研
究
科
紀
要
』、
日

本
女
子
大
学
大
学
院
人
間
社
会
研
究
科
、
二
○
○
四
年
。
今
井

祐
子
「
一
八
七
八
年
パ
リ
万
博
と
日
本
陶
磁
器：

日
本
の
茶
陶

へ
の
関
心
は
ど
の
よ
う
に
し
て
芽
生
え
た
か
」、『
国
際
文
化
学
』、

神
戸
大
学
、
二
○
○
二
年
。

８
　
畑
智
子
「
明
治
一
○
年
代
の
輸
出
工
芸
品
に
み
る
日
本
イ
メ
ー

ジ
の
創
出
」、『
デ
ザ
イ
ン
理
論
』
三
五
号
、
意
匠
学
会
、
一
九

九
六
年
。
同
「
明
治
期
の
工
芸
品
を
め
ぐ
る
輸
出
振
興
政
策
に

つ
い
て
」、『
賀
茂
文
化
研
究
』
五
号
、
賀
茂
文
化
研
究
所
、
一

九
九
七
年
。

９
『
紐
育
金
門
万
国
博
覧
会
政
府
参
同
事
務
報
告
書
』、
商
工
省
監

理
局
、
一
九
四
一
年
、
八
四
頁
。

10

同
前
、
八
六
頁
。

11

外
務
省
記
録
、
前
掲
フ
ァ
イ
ル
、
昭
和
一
三
年
五
月
一
一
日
付

「
米
国
紐
育
桑
港
万
国
博
覧
会
本
邦
参
同
計
画
」。T

he
Japanese

P
avilion:

N
ew

Y
ork

W
orld’s

Fair
1939,

T
he

Japanese

Com
m

ission
to

the
N

ew
York

W
orld's

Fair
1939,1939,p.11.

12

外
務
省
記
録
、
前
掲
フ
ァ
イ
ル
、
前
掲
「
米
国
紐
育
桑
港
万
国

博
覧
会
本
邦
参
同
計
画
」。

13

一
九
三
八
年
七
月
二
四
日
の
東
京
朝
日
新
聞
は
、
調
査
委
員
会

の
メ
ン
バ
ー
た
ち
が
、
富
山
、
石
川
、
京
都
、
名
古
屋
方
面
に

「
埋
も
れ
て
い
る
美
術
工
芸
品
を
探
し
て
行
脚
す
る
こ
と
に
な

つ
た
」
こ
と
を
伝
え
て
い
る
（「
国
内
の
美
術
品
探
し
　
海
外
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の
万
国
博
に
新
生
面
」、『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
三
八
年
七
月

二
四
日
、
一
一
面
）。

14

金
子
賢
治
氏
に
よ
れ
ば
、「
昭
和
一
○
年
代
の
工
芸
の
主
要
な
あ

り
方
は
、
個
人
作
家
的
工
芸
制
作
と
産
業
工
芸
的
な
志
向
が
、

一
作
家
、
一
団
体
の
中
で
同
居
し
、
あ
く
ま
で
も
実
用
性
を
基

本
に
据
え
な
が
ら
、
そ
れ
ら
全
体
を
作
家
の
個
性
が
包
み
込
む

と
い
っ
た
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
」
と
い
う
（
金
子
賢
治
「
現

代
陶
芸
論
叙
説
│
近
代
工
芸
の
歴
史
の
中
で
│(

19
）」、『
陶
説
』

六
○
八
号
、
二
○
○
三
年
一
一
月
、
八
二
頁
）。
も
っ
と
も
、

陶
磁
器
、
金
工
、
漆
工
と
い
っ
た
様
々
な
工
芸
の
分
野
そ
れ
ぞ

れ
に
独
自
の
歴
史
が
あ
る
こ
と
に
は
留
意
し
て
お
く
べ
き
だ
ろ

う
。
例
え
ば
陶
磁
器
史
に
お
い
て
は
、
官
展
に
お
け
る
装
飾
的

工
芸
美
術
と
、
こ
れ
に
対
立
す
る
柳
宗
悦
ら
の
民
芸
運
動
の
展

開
を
、
昭
和
の
流
れ
の
始
ま
り
と
位
置
づ
け
て
い
る
（
南
邦
男

『
陶
磁
大
系
　
近
代
日
本
の
陶
磁
』、
平
凡
社
、
一
九
七
八
年
）。

ま
た
、
豊
口
克
平
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
工
芸
指
導
所
に
よ
る
産

業
工
芸
の
研
究
と
、
こ
れ
を
批
判
す
る
柳
宗
悦
率
い
る
民
芸
運

動
と
、
産
業
工
芸
を
低
俗
視
す
る
美
術
工
芸
家
が
三
つ
巴
と
な

っ
て
論
争
を
繰
り
広
げ
て
い
た
時
代
で
も
あ
っ
た
と
い
う
（
豊

口
克
平
「
日
本
に
お
け
る
デ
ザ
イ
ン
の
歩
み
」、
グ
ル
ッ
ペ
５

編
『
型
而
工
房
か
ら
　
豊
口
克
平
と
デ
ザ
イ
ン
の
半
世
紀
』、

美
術
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）。

15

前
掲
『
紐
育
金
門
万
国
博
覧
会
政
府
参
同
事
務
報
告
書
』、
八
五

頁
。

16

同
前
。

17
「
建
築
は
消
極
的
な
影
響
の
み
で
、
全
く
停
頓
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ

た
形
で
あ
る
が
、
工
芸
は
国
策
の
方
向
に
従
つ
て
積
極
的
な
活

動
を
示
し
、
重
大
な
転
回
を
行
ふ
こ
と
と
な
つ
た
」（「
昭
和
一

三
年
度
美
術
界
概
観
」『
日
本
美
術
年
鑑
』
昭
和
一
四
年
版
、

美
術
研
究
所
、
一
九
四
○
年
、
一
六
頁
）。

18

こ
の
省
令
は
、
勲
章
お
よ
び
医
療
用
と
工
業
用
を
除
く
九
金
以

上
の
金
製
品
の
製
造
と
金
箔
、
金
糸
、
金
粉
の
表
装
、
印
刷
等

へ
の
使
用
を
禁
止
す
る
も
の
。
但
し
輸
出
用
ま
た
は
外
国
人
観

光
客
向
け
土
産
物
の
金
製
品
は
除
外
さ
れ
た
（「
金
よ
サ
ヨ
ナ

ラ
！
輸
出
向
と
観
光
外
人
用
の
土
産
品
を
除
い
て
国
内
製
品
悉

く
禁
止
だ
」、『
帝
国
工
芸
』
十
二
巻
九
号
、
一
九
三
八
年
九
月
、

二
二
頁
）。

19
「
麻
カ
ン
バ
ス
も
金
箔
も
美
術
家
へ
緩
和
す
る
　
事
変
下
に
歴
史

的
傑
作
を
生
め
」、
同
前
、
三
一
頁
。

20
「
金
使
用
制
限
の
波
紋
」、『
工
芸
ニ
ュ
ー
ス
』
七
巻
三
号
、
一
九
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三
八
年
三
月
、
一
二
四
頁
。

21

樋
田
豊
次
郎
『
工
芸
の
領
分

│
工
芸
に
は
生
活
感
情
が
封
印

さ
れ
て
い
る

│
』、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
○
○
三
年
、

一
七
五
頁
。

22

国
井
喜
太
郎
「
輸
出
振
興
緊
要
の
時
局
と
我
々
の
覚
悟
」、『
工

芸
ニ
ュ
ー
ス
』
八
巻
四
号
、
一
九
三
九
年
四
月
。

23

商
工
省
工
芸
指
導
所
長
国
井
喜
太
郎
は
、
時
局
の
影
響
に
よ
っ

て
深
刻
な
打
撃
を
被
っ
て
い
た
手
工
芸
界
に
つ
い
て
、「
小
業

態
に
し
て
機
械
的
生
産
力
な
く
、
非
科
学
的
で
近
代
技
術
を
持

合
さ
ず
、
従
つ
て
精
確
大
量
の
生
産
に
携
り
得
な
い
欠
陥
を
も

つ
」
と
断
じ
、
手
工
芸
の
技
術
力
は
輸
出
品
の
製
作
に
向
け
る

べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
（
国
井
喜
太
郎
「
輸
出
振
興
と

手
工
芸
」、『
工
芸
ニ
ュ
ー
ス
』
七
巻
六
号
、
一
九
三
八
年
六
月
、

二
○
三
頁
）。

24

山
崎
覚
太
郎
「
米
国
に
於
け
る
日
本
の
漆
器
」、『
工
芸
ニ
ュ
ー

ス
』
六
巻
二
号
、
一
九
三
七
年
二
月
。
同
「
欧
米
工
芸
界
の
近

況
（
上
）（
下
）」、『
内
外
商
工
時
報
』
二
四
巻
一
○
号
、
一
一

号
、
一
九
三
七
年
一
○
月
、
一
一
月
。

25
「
デ
ザ
イ
ン
等
は
（
中
略
）
平
明
な
態
度
で
現
代
日
本
の
動
向
を

表
現
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
も
早
や
愚
か
な
外
人
向
の
迎
合
日
本

趣
味
の
低
劣
さ
は
充
分
に
知
ら
れ
て
悪
評
の
限
り
で
あ
る
事
は

断
言
で
き
よ
う
」（「
パ
リ
博
日
本
館
出
品
雑
感
」、『
工
芸
ニ
ュ

ー
ス
』
七
巻
三
号
、
一
九
三
八
年
三
月
、
一
○
五
頁
）。

26

前
掲
「
昭
和
一
三
年
度
美
術
界
概
観
」『
日
本
美
術
年
鑑
』
昭
和

一
四
年
版
、
一
八
頁
。

27

樋
田
氏
に
よ
れ
ば
、
美
術
行
政
を
主
導
す
る
政
治
家
や
官
僚
な

ど
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
た
龍
池
会
の
会
頭
だ
っ
た
佐
野
常
民

は
、「
絵
画
に
た
い
し
て
、
工
芸
を
進
歩
さ
せ
る
原
動
力
と
い

う
〈
効
用
〉
を
期
待
」
し
て
い
た
と
い
う
（
樋
田
、
前
掲
、
四

八_

五
○
頁
）。

28
「
昭
和
一
四
年
度
美
術
界
概
観
」『
日
本
美
術
年
鑑
』、
昭
和
一
五

年
版
、
一
九
四
一
年
、
一
九
頁
。

29
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
工
芸
品
出
張
所
設
置
」、
同
前
、
一
一
五
頁
。

30

豊
口
、「
代
用
品
と
が
ま
蛙
」、
前
掲
『
型
而
工
房
か
ら
　
豊
口

克
平
と
デ
ザ
イ
ン
の
半
世
紀
』。

31

国
井
喜
太
郎
「
年
頭
に
際
し
て
」、『
工
芸
ニ
ュ
ー
ス
』
八
巻
一

号
、
一
九
三
九
年
一
月
。

32
「
事
変
下
の
商
品
・
代
用
材
料
模
索
時
代
・
一
」、『
工
芸
ニ
ュ
ー

ス
』
七
巻
六
号
、
一
九
三
八
年
六
月
、
二
二
○
頁
。

33

当
時
の
漆
の
需
要
額
は
年
間
約
五
五
万
貫
、
う
ち
中
国
か
ら
の
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輸
入
は
二
五
万
貫
、
仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
か
ら
は
二
九
万
五
○
○

○
貫
で
あ
っ
た
（「
輸
入
制
限
の
暴
風
」、『
工
芸
ニ
ュ
ー
ス
』

七
巻
三
号
、
一
九
三
八
年
三
月
、
一
二
三
頁
。「
代
用
漆
に
つ

い
て
」、『
工
芸
ニ
ュ
ー
ス
』
一
○
号
代
用
材
料
特
集
増
大
号
、

一
九
三
八
年
一
○
月
、
三
八
二
頁
）。

34
「
苦
難
下
の
箱
根
物
産
」、『
工
芸
ニ
ュ
ー
ス
』
七
巻
三
号
、
一
九

三
八
年
三
月
、
一
二
四
頁
。

35

白
井
義
三
「
代
用
品
の
振
興
と
其
応
用
工
芸
の
責
務
」、
前
掲

『
工
芸
ニ
ュ
ー
ス
』
一
○
号
代
用
材
料
特
集
増
大
号
、
三
七
七

頁
。

36
「
我
々
は
今
の
時
局
を
日
本
産
業
界
の
新
ら
し
い
再
出
発
線
と
考

え
へ
て
ゐ
る
。（
中
略
）
こ
の
機
会
を
し
て
我
国
に
於
け
る
第

二
の
産
業
革
命
た
ら
し
め
、
戦
争
が
文
化
を
躍
進
せ
し
め
る
と

の
鉄
則
を
一
層
確
実
に
し
た
い
と
考
へ
て
ゐ
る
」（
国
井
喜
太

郎
「
工
芸
生
産
の
近
代
化
」、『
工
芸
ニ
ュ
ー
ス
』
七
巻
七
号
、

一
九
三
八
年
七
月
、
二
四
五
頁
）。

37
「
一
九
三
九
年
度
紐
育
万
博
日
本
部
出
陳
　
国
産
実
用
工
芸
品
の

反
響
」、『
工
芸
ニ
ュ
ー
ス
』
九
巻
三
号
、
一
九
四
○
年
三
月
、

一
○
二
頁
。

38

同
前
。

39

外
務
省
記
録
、
前
掲
フ
ァ
イ
ル
、
前
掲
「
米
国
紐
育
桑
港
万
国

博
覧
会
本
邦
参
同
計
画
」。

40

「
米
国
の
二
大
博
覧
会
と
日
本
の
出
品
計
画
」、『
工
芸
ニ
ュ
ー

ス
』
八
巻
一
号
、
一
九
三
九
年
一
月
、
一
九
頁
。

41

津
田
の
他
に
、
正
木
直
彦
、
川
合
芳
三
郎
（
玉
堂
）、
横
山
秀
麿

（
大
観
）、
岡
田
三
郎
助
ら
が
委
員
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
る

（
外
務
省
記
録
、
前
掲
フ
ァ
イ
ル
、
昭
和
一
三
年
六
月
一
四
日

付
「
紐
育
及
桑
港
万
国
博
覧
会
出
品
調
査
委
員
」
文
書
）。

42

金
子
賢
治
「
現
代
陶
芸
論
叙
説
│
近
代
工
芸
の
歴
史
の
中
で
│

（
18
）」、『
陶
説
』
六
○
七
号
、
二
○
○
三
年
一
○
月
、
七
八
│

七
九
頁
。

43

バ
ウ
ハ
ウ
ス
に
留
学
し
て
い
た
水
谷
武
彦
、
山
脇
巌
・
道
子
ら

が
バ
ウ
ハ
ウ
ス
閉
鎖
に
伴
い
帰
国
し
た
の
は
一
九
三
二
年
の
こ

と
で
あ
り
、
そ
の
後
の
日
本
の
造
形
活
動
に
大
き
な
影
響
を
与

え
た
。

44

藤
田
国
之
助
「
紐
育
及
桑
港
両
万
国
博
覧
会
に
出
品
す
る
日
本

建
築
・
庭
園
及
出
品
物
」、『
萬
博
』
三
一
号
、
一
九
三
八
年
一

二
月
、
八
頁
。

45

渡
邊
素
舟
「
昭
和
の
工
芸
界
を
回
顧
す
る
」、『
美
之
国
』
一
五

巻
四
号
、
一
九
三
九
年
四
月
、
五
六
頁
。
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46

豊
口
、「
バ
ウ
ハ
ウ
ス
運
動
・
日
本
に
及
ぼ
し
た
影
響
」、
前
掲

『
型
而
工
房
か
ら
　
豊
口
克
平
と
デ
ザ
イ
ン
の
半
世
紀
』。
こ
の

時
工
芸
指
導
所
に
勤
務
し
て
い
た
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
、
剣
持
勇
と

型
而
工
房
同
人
の
豊
口
克
平
が
お
り
、
二
人
は
タ
ウ
ト
か
ら
直

接
指
導
を
受
け
た
。

47

山
崎
、
前
掲
。
齋
藤
信
治
「
海
外
工
芸
事
情
　
米
国
の
工
芸
」、

『
工
芸
ニ
ュ
ー
ス
』
八
巻
一
号
、
一
九
三
九
年
一
月
。
宮
下
孝

雄
「
紐
育
の
工
芸
事
情
」、『
工
芸
ニ
ュ
ー
ス
』
八
巻
九
号
、
一

九
三
九
年
九
月
。

48

こ
の
出
品
物
の
名
称
に
つ
い
て
は
、『
紐
育
金
門
万
国
博
覧
会
政

府
参
同
事
務
報
告
書
』
で
は
「
両
面
蒔
絵
衝
立
」
と
あ
る
が
、

漆
工
会
関
係
者
の
間
で
は
《
漆
塗
大
衝
立
》、《
蒔
絵
大
衝
立
》

な
ど
呼
称
は
統
一
さ
れ
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
、《
漆
塗
大
衝

立
》
と
し
た
。

49
「
大
衝
立
記
念
号
発
行
に
就
て
」、『
漆
と
工
芸
』
四
五
一
号
、
一

九
三
九
年
三
月
、
一
頁
。

50

手
塚
千
代
吉
「
紐
育
万
国
博
覧
会
出
品
の
大
衝
立
に
就
て
」、
同

前
、
一
二
頁
。
正
木
直
彦
の
同
年
の
日
記
に
は
、
八
月
一
九
日

に
「
紐
育
博
出
品
の

漆
出
品
物
」
製
作
の
委
託
に
、
商
工
省

商
務
局
博
覧
会
監
理
課
岡
田
秀
男
と
久
住
秀
男
が
正
木
宅
を
訪

れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
（
正
木
直
彦
『
十
三
松
堂
日
記
』

第
四
巻
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
六
六
年
、
一
五
四
六
頁
）。

51

正
木
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
漆
工
会
が
商
工
省
に
図
案
を
提
出
し

た
の
が
九
月
二
七
日
、
大
衝
立
の
組
み
立
て
が
完
成
し
た
の
は

翌
一
九
三
九
年
二
月
七
日
で
あ
る
（
正
木
、
前
掲
、
一
五
五
九
、

一
五
九
六
頁
）。

52
「
正
木
会
頭
挨
拶
」、
前
掲
『
漆
と
工
芸
』
四
五
一
号
、
二
七
頁
。

53

同
前
、
二
八
頁
。

54

「
紐
育
万
国
博
覧
会
日
本
館
飾
付
大
衝
立
製
作
要
項
」、
同
前
、

三
九_

四
○
頁
。

55

吉
野
富
雄
「
大
衝
立
設
計
談
」、
同
前
、
一
七
頁
。

56

同
前
、
一
九_

二
○
頁
。

57

同
前
、
一
九
頁
。

58

宗
達
と
と
も
に
桃
山
時
代
後
期
の
美
術
を
作
り
上
げ
た
本
阿
弥

光
悦
に
と
っ
て
、
王
朝
文
化
と
は
、「
日
本
人
が
ほ
ん
と
う
に

日
本
人
の
文
化
を
育
て
あ
げ
た
時
代
と
し
て
憧
憬
さ
れ
、
そ
の

美
が
日
本
の
美
の
大
道
で
あ
る
と
い
う
強
い
認
識
に
よ
っ
て
さ

さ
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
」
と
い
う
（
水
尾
比
呂
志
『
日
本

の
美
術
　
宗
達
と
光
琳
』、
平
凡
社
、
一
九
六
五
年
、
四
一
頁
）。

59

山
根
有
三
『
桃
山
絵
画
研
究
』、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
九
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84

八
年
、
二
三
頁
。

60

一
九
二
四
年
に
設
立
さ
れ
た
財
団
法
人
聖
徳
太
子
奉
讃
会
の
役

員
に
は
、
正
木
直
彦
も
名
を
連
ね
て
い
る
（
齊
藤
泰
嘉
「
芸
術

文
化
学
か
ら
見
た
東
京
府
美
術
館
の
歴
史
（
二
）
│
財
団
法
人

聖
徳
太
子
奉
讃
会
」、『
筑
波
大
学
芸
術
年
報
　
二
○
○
○
』、

筑
波
大
学
芸
術
学
系
、
二
○
○
一
年
、
八
頁
）。

61

吉
野
、
前
掲
、
一
九
頁
。

62

玉
蟲
敏
子
「《
光
琳
観
の
変
遷
》
一
八
一
五
│
一
九
一
五
」、『
美

術
研
究
』
三
七
一
号
、
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
、
一
九
九
九

年
三
月
、
一
七
頁
。
玉
蟲
氏
に
よ
れ
ば
、
明
治
四
二
年
（
一
九

○
九
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
東
洋
美
術
大
観
』
五
の
第
四
章
は
、

「
江
戸
以
来
の
光
琳
観
、
万
博
を
通
じ
て
知
っ
た
西
欧
の
光
琳

観
の
集
大
成
と
も
い
え
る
内
容
を
持
ち
、
日
清
・
日
露
戦
争
を

勝
利
し
、
東
洋
の
盟
主
と
な
っ
た
日
本
人
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
で
あ
る
偉
大
な
画
派
と
し
て
の
光
琳
派
像
が

高
ら
か
に
宣
言
さ
れ
」
て
い
る
と
い
う
（
玉
蟲
、
前
掲
論
文
、

一
八
頁
）。

63

吉
野
、
前
掲
、
一
四_

一
五
頁
。

64

同
前
、
一
八
頁
。

65

同
前
、
二
○
頁
。

66

前
掲
「
正
木
会
頭
挨
拶
」、
三
○
頁
。

67

例
え
ば
、「
我
等
の
誇
り
と
し
て
世
界
に
類
を
求
め
得
ぬ
存
在
」

（
山
崎
、
前
掲
、
四
五
頁
）、「
永
い
伝
統
と
光
輝
あ
る
歴
史
を

世
界
に
誇
つ
て
ゐ
た
我
が
国
の
漆
器
」（
前
掲
「
代
用
漆
に
就

い
て
」、
三
八
二
頁
）、「
こ
れ
こ
そ
世
界
に
誇
り
得
る
固
有
工

芸
品
種
と
自
他
共
に
許
し
た
漆
器
」（「
漆
の
輸
入
配
給
統
制
に

つ
い
て
」、『
工
芸
ニ
ュ
ー
ス
』
八
巻
一
号
、
一
九
三
九
年
一
月
、

一
二
頁
）。

68

実
の
と
こ
ろ
、「
漆
＝japan

」
説
は
現
在
で
も
一
部
に
固
く
信

じ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
三
田
村
有
純
氏
に
よ
れ
ば
、
一
七
世

紀
か
ら
一
八
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、

倣
性
漆
器
をjapanning

と
読
ん
で
い
た
こ
と
が
あ
る
が
、
こ

れ
が
日
本
の
漆
を
意
味
し
て
い
た
事
実
は
な
か
っ
た
と
い
う

（
三
田
村
有
純
『
漆
と
ジ
ャ
パ
ン
』、
里
文
出
版
、
二
○
○
五
年
、

一
五
三_

一
五
八
頁
）。

69

松
田
は
自
著
の
中
で
、
東
京
美
術
学
校
で
助
教
授
を
し
て
た
頃
、

漆
工
科
を
見
学
に
来
た
全
国
の
中
学
校
長
た
ち
に
「JA

P
A
N

」

が
漆
を
意
味
す
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
者
が
い
な
い
こ
と
に
腹

を
立
て
、
そ
の
場
を
退
席
し
た
と
い
う
自
身
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

明
か
し
て
い
る
。
松
田
が
東
京
美
術
学
校
で
助
教
授
を
し
て
い



た
の
は
、
一
九
二
七
年
九
月
か
ら
一
九
四
三
年
四
月
ま
で
の
間

で
あ
る
（
松
田
権
六
『
う
る
し
の
つ
や
』、
日
本
経
済
新
聞
社
、

一
九
八
一
年
、
七
－
九
頁
）。

70

山
崎
、
前
掲
、
四
九
頁
。

71

公
式
的
に
発
表
さ
れ
た
入
場
者
数
は
、
四
日
間
で
一
三
万
七
六

○
五
人
。
殊
に
最
終
日
は
六
万
六
九
○
三
人
を
記
録
し
た
と
報

道
さ
れ
て
い
る
（「
出
品
展
示
会
に
見
る
万
博
の
圧
倒
的
人
気

府
美
術
館
の
記
録
を
破
つ
た
一
日
六
万
七
千
人
の
大
入
場
者
」、

『
萬
博
』
三
三
号
、
一
九
三
九
年
二
月
、
八
頁
。

72

渡
邊
素
舟
「
衝
立
讃
」、
前
掲
『
漆
と
工
芸
』
四
五
一
号
、
一
○

頁
。

73

松
田
権
六
「
漆
芸
大
衝
立
の
製
作
に
関
係
し
て
」、
同
前
、
二
四

頁
。

74

万
博
終
了
後
、
日
本
館
の
建
物
は
日
本
庭
園
と
と
も
に
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
に
寄
贈
さ
れ
、
そ
の
際
、
大
衝
立
も
一
緒
に
寄
贈
さ

れ
た
（「
紐
育
万
国
博
覧
会
日
本
館
の
寄
贈
」、『
漆
と
工
芸
』

四
五
四
号
、
一
九
三
九
年
一
一
月
）。
だ
が
日
本
館
は
一
九
四

一
年
一
二
月
に
取
り
壊
さ
れ
た
た
め
、
大
衝
立
の
そ
の
後
の
所

在
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

85

図
版
典
拠

１
　T

he
Japanese

Pavilion:
N

ew
York

W
orld’s

Fair
1939,

T
he

Japanese
Com

m
ission

to
the

N
ew

York
W

orld's
Fair

1939,

1939,p.10.

２
　Ibid.,p.4.

３
　
商
工
省
記
録
、
昭
和
一
四
年
一
二
月
二
二
日
付
「
一
九
四
○
紐

育
万
国
博
覧
会
ニ
関
ス
ル
件
」、
国
立
公
文
書
館
所
蔵06-009-

00

・
平
11
通
産00018100

「
紐
育
万
国
博
覧
会
日
本
特
設
館
平

面
図
」。

４
　T

he
Japanese

Pavilion.,op.cit.,p27.

５
　Ibid.,p.33.

６
『
工
芸
ニ
ュ
ー
ス
』
八
巻
四
号
、
一
九
三
九
年
四
月
、
一
二
八

頁
。

７
　
同
前
、
一
三
○
頁
。

８
『
国
際
観
光
』
七
巻
三
号
、
一
九
三
九
年
七
月
、「
紐
育
博
覧
会



点
景
」。

９
　T

he
Japanese

Pavilion.,op.cit.,p.23.
10

Ibid.

11
『
漆
と
工
芸
』
四
五
一
号
、
一
九
三
九
年
三
月
、「
紐
育
万
国
博

覧
会
行
大
衝
立
裏
面
」。

12

同
前
、「
紐
育
万
国
博
覧
会
行
大
衝
立
表
画
面
」。

13

T
he

Japanese
Pavilion.,op.cit.,p.28.

14

Ibid.

（
付
記
）
引
用
文
の
表
記
に
あ
た
り
、
旧
漢
字
は
新
漢
字
に
改
め
た
。

ま
た
読
み
や
す
さ
を
考
え
、
公
文
書
類
の
記
述
は
平
仮
名
に
直
し
た
。

（
や
ま
も
と
　
さ
え
）
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表１　ニューヨーク万博出品工芸品リスト
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